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北
海
道
開
発
局
等
の
地
方
出
先
機
関
の
廃
止
を
巡
る
議
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
六
日
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、
丹
羽
宇
一
郎
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
委
員
長
と
官
邸
で
会
談
し
、

農
林
水
産
省
と
国
土
交
通
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
地
方
農
政
局
、
地
方
整
備
局
に
つ
い
て
「
二
重
行
政
を
国
民
の
目
の
届
く
と

こ
ろ
に
出
す
抜
本
的
統
合
が
必
要
だ
。
地
方
農
政
局
と
地
方
整
備
局
に
つ
い
て
進
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
原
則
と
し
て
廃
止

す
る
意
向
を
表
明
し
た
と
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

右
の
麻
生
総
理
が
言
う
二
重
行
政
の
定
義
如
何
。

二

二
重
行
政
の
具
体
例
と
し
て
ど
の
様
な
事
例
が
あ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

北
海
道
開
発
局
は
、
我
が
国
全
国
に
あ
る
地
方
整
備
局
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
設
立
さ
れ
た
経
緯
並
び
に
そ
の
存
在

意
義
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

四

北
海
道
開
発
局
の
業
務
に
、
一
で
言
う
二
重
行
政
が
見
ら
れ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

五

本
年
十
一
月
七
日
時
点
で
の
、
北
海
道
開
発
局
を
含
む
全
九
地
方
整
備
局
並
び
に
北
海
道
農
政
事
務
所
を
含
む
全
八
地
方

農
政
局
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

我
が
国
を
北
海
道
と
そ
れ
以
外
の
本
州
、
四
国
、
九
州
で
分
け
る
と
、
そ
の
面
積
比
は
ほ
ぼ
二
十
二
対
七
十
八
と
な
る
。

一



北
海
道
開
発
局
は
、
他
の
地
方
整
備
局
と
は
異
な
り
、
建
設
、
土
木
、
農
業
等
、
地
方
整
備
局
と
地
方
農
政
局
の
両
方
の
役

割
を
実
質
兼
ね
る
形
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
当
方
が
現
時
点
で
入
手
し
て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
北
海
道
開
発
局
の
職
員

数
は
五
千
七
百
七
十
六
人
で
、
こ
れ
に
北
海
道
農
政
事
務
所
の
職
員
数
六
百
四
十
七
人
を
合
わ
せ
て
六
千
四
百
二
十
三
人
。

こ
れ
と
他
の
八
地
方
整
備
局
と
七
地
方
農
政
局
の
職
員
数
を
全
て
合
計
し
た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
十
四
�
八
対
八
十

五
�
二
と
な
る
。
以
上
よ
り
、
北
海
道
開
発
局
が
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
八
地
方
整
備
局
、
七
地
方
農
政
局
と
比
較
を
し

て
も
、
そ
の
職
員
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
少
な
い
職
員
数
で
、
無
駄
の
な
い
形
で
我
が
国
の
国
土
面

積
の
う
ち
二
十
二
％
を
占
め
る
広
大
な
北
海
道
に
お
い
て
、
地
方
整
備
局
、
地
方
農
政
局
の
両
方
の
仕
事
を
同
時
に
行
っ
て

い
る
、
極
め
て
効
率
の
良
い
組
織
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
局
の
廃
止
を
政
府
が
訴
え
る
の
な
ら
、
ま
ず
は
右
の
点
に
着

目
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

七

北
海
道
開
発
局
に
限
ら
ず
、
地
方
整
備
局
、
地
方
農
政
局
を
地
方
自
治
体
に
移
譲
す
る
こ
と
を
政
府
が
検
討
し
て
い
る
場

合
、
権
限
と
同
時
に
財
源
と
人
員
も
移
譲
し
な
い
の
な
ら
ば
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
た
だ
仕
事
を
押
し
付
け
ら
れ
る
だ

け
で
あ
り
、
国
民
へ
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
は
行
え
な
い
と
思
料
す
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


